
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

出雲崎町 宅地造成事業 出雲崎町住宅用地造成事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者

制度
包括的
民間委託

○

現行の体制で運営上問題がないこと及び必要な知見、ノウハウが無いため。 特に無し

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

出雲崎町 下水道事業 出雲崎町特定地域生活排水処理事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者

制度
包括的
民間委託

○

必要な知見が不足しており、また、人員に余裕がなく、抜本的な改革の実施が検討できていない
ため。

合併浄化槽の本体は長期的に十分使用に耐えることから当面の間は維持
管理のみとする一方、人口減少による処理水量や料金収入の減を考慮し、
更新する時期、試算について情報を集める必要がある。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

出雲崎町 下水道事業 出雲崎町農業集落排水事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者

制度
包括的
民間委託

○

必要な知見が不足しており、また、人員に余裕がなく、抜本的な改革の実施が検討できていない
ため。

人口減少による流入水量や料金収入の減を考慮し、中期的に更新する設
備の見直しや農排処理区統廃合をするなど投資の合理化を検討する必要
がある。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

出雲崎町 下水道事業 出雲崎町特定環境保全公共下水道

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者

制度
包括的
民間委託

○

必要な知見が不足しており、また、人員に余裕がなく、抜本的な改革の実施が検討できていない
ため。

処理場の長寿命化計画により短期的な投資試算・財源試算のバランスを保
ち延命化できる見込みはあるが、人口減少による流入水量や料金収入の減
を考慮し、中期的に更新する設備の見直しにより、投資の合理化を検討す
る必要がある。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

出雲崎町 宅地造成事業 出雲崎町住宅用地造成事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者

制度
包括的
民間委託

○

現行の体制で運営上問題がないこと及び必要な知見、ノウハウが無いため。 特に無し

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性




